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鹿児島県地震等災害被害予測調査検討有識者会議（第4回）

地震動の想定結果

資料１.1

<想定地震>
①鹿児島湾直下
②県西部直下
③甑島列島東方沖
④県北西部直下
⑤熊本県南部
⑥県北部直下

⑦南海トラフ
⑧種子島東方沖
⑨トカラ列島太平洋沖
⑩奄美群島太平洋沖（北部）
⑪奄美群島太平洋沖（南部）
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想定地震と震源モデル

津波の想定マグニチュード想定地震

〇7.1①鹿児島湾直下の地震

〇7.2
②県西部直下の地震【市来断層帯
（市来区間）近辺】

〇7.5
③甑島列島東方沖列島東方沖の地
震【甑断層帯（新区間）近辺】

－7.0④県北西部直下【出水断層帯近辺】

〇7.3
⑤熊本県南部の地震【日奈久断層
帯（八代海区間）近辺】

－7.1
⑥県北部直下【人吉盆地南縁断層
近辺】

〇9.0⑦南海トラフ（最大クラス）

〇8.2⑧種子島東方沖

〇8.2⑨トカラ列島太平洋沖

〇8.2⑩奄美群島太平洋沖（北部）

〇8.2⑪奄美群島太平洋沖（南部）

〇－⑫A桜島北方沖（桜島の海底噴火）

〇－⑫B桜島東方沖（桜島の海底噴火）

－6.6⑬市町村直下型地震

〇8.9（参考）南海トラフ（半割れ）

〇8.8（参考）沖縄本島東方沖

想定地震の一覧
• 前回想定の想定地震に以下の地震を追加

• ⑫︓津波の想定地震

• 青枠の地震については、前回調査以降に
全国地震動予測地図から断層モデルが公
開されている。

• 前回調査とは異なるモデル

• 前回調査モデルと予測地図モデルにの破
壊開始点等を変えた計算ケースの地震動
を計算し、比較のうえ、被害想定に用い
る計算ケースを選定。
 ② ︓予測地図モデル
 ③、⑤︓前回調査モデル

• 南海トラフ（最大クラス）は、他県での
検討を参考に、統計的グリーン関数法に
おける距離減衰項の改良版での計算を
行った。
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統計的グリーン関数法（SGF）の幾何減衰項について
• 南海トラフについては、佐藤・巽(2002)や他

県での検討を踏まえて、断層から80kmで幾何
減衰1/R0.5で計算した。

⇒改良前に比べて遠方での揺れが大きくなる

SMGA＋背景領域最短距離（km）

理論上最大 陸側ケースの
Vs600m/s相当におけるPGVの比較

司・翠川(1999)
改良前
改良後
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地震動の想定手法

出典：「レシピ」に加筆

SGF

工学的基盤波形
→震度・最大速度

地表震度・最大速度
浅部地盤モデル
(250mメッシュ)
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• 震源〜工学的基盤︓波形計算
– 統計的グリーン関数法（SGF）
– 波形から工学的基盤震度・最大速度を算出

深部地盤モデル
(250mメッシュ)

• 工学的基盤〜地表︓等価線形解析
‒ 波形から地表計測震度・最大速度を算出
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• 地震動計算は、ボーリングデータ・PS検層で作成した浅部地盤モデルおよび地震動
記録で作成した深部地盤モデルを用いて行った。

地盤モデル作成のフロー

浅部地盤モデル 深部地盤モデル

ボーリングデータ
PS検層

地震動記録
地盤モデル作成
に用いたデータ

工学的基盤における地震動

統計的グリーン関数法

等価線形解析

地表における地震動

1. 浅部地盤モデルの作成

3. 地震動計算

2. 深部地盤モデルの作成

工学的基盤で接続
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１.浅部地盤モデルの作成
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• 鹿児島市内低地部︓既往土質断面図とボーリングデータが豊富⇒水平方向の連続性
を考慮した「地質層序モデル」で作成。

• それら以外の地域︓火砕流堆積物の堆積年代を考慮した前回調査手法で作成。

1. 浅部地盤モデル作成フロー

鹿児島市内低地部の浅部地盤のモデル化方法 それら以外の地域の浅部地盤のモデル化方法

若松・松岡（2020）
微地形区分 シームレス地質図

修正微地形区分

N値・土質のモデル

ボーリングデータ

S波速度構造モデル
あてはめモデル

中央防災会議（2001）
換算式

ボーリング
データ

鹿児島大学提供
地質境界データ

地質境界面

N値・土質のモデル

空間補間

S波速度構造モデル
地質層序モデル
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• 今回調査では、国土地盤情報センター・九州地盤情報データベースよりボーリング
データを収集した。

1.1 収集したボーリングデータ

前回調査収集ボーリング： 9,197本 今回調査収集ボーリング： 16,865本

掘進深度(m)
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鹿児島市外の
浅部地盤モデル作成
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• 鹿児島市外の浅部地盤モデルは、前回調査の手法と同様に、ボーリングがないメッ
シュについては、同一微地形区分で最短距離に位置するボーリングを補間して作成。

• 微地形区分は、若松・松岡（2020）を基にシームレス地質図で細分化を行った。

1.2 鹿児島市外の浅部地盤モデル作成

ボーリングデータの補間方法の概念図
（メッシュの色︓微地形区分）

補間

若松・松岡（2020）
微地形区分 シームレス地質図

修正微地形区分

N値・土質のモデル

ボーリングデータ

S波速度構造モデル
あてはめモデル

鹿児島市外の浅部地盤のモデル化方法

中央防災会議（2001）換算式
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• 火砕流堆積物が分布している地域に人口が密集しており、それら地域の若松・松岡
（2020）微地形区分は、火山山麓地および火山性丘陵で区分されている。
 火山山麓地および火山性丘陵をシームレス地質図を基に堆積年代を考慮した細分化を

行った。
 山地部についても、シームレス地質図を参考に堆積年代を考慮した地形区分の細分化

を行った。

1.2 鹿児島県の地形

鹿児島県の夜間人口

丘陵
火山山麓地
火山性丘陵
岩石台地
砂礫質台地
火山灰台地
谷底低地
扇状地
自然堤防
後背湿地

旧河道・旧池沼
三角州・海岸低地
砂州・砂礫州

砂丘
砂丘・砂州間低地

干拓地
埋立地
礫・岩礁
河原
河道
湖沼

凡例
山地
山麓地
火山地

若松・松岡（2020）微地形区分産総研︓大規模火砕
流分布図より
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• 作成した地形区分を基にボーリングデー
タを用いて前回調査手法で浅部地盤モデ
ルを作成した。

1.2 作成した微地形区分

修正後地形区分

今回調査地形区分若松・松岡
（2020）

後期更新世〜完新世堆積物（桜島火山）
火山麓扇状地堆積物

山地
山麓地
火山地

段丘堆積物など
新生代 第四紀 更新世 チバニアン期
鮮新世〜中期更新世火山噴出物
鮮新世〜中期更新世堆積層

新生代 新第三期バーディガリアン期 前期ランギアン期
新第三紀堆積層・火山噴出物
白亜紀〜古代三紀堆積層

付加体堆積物・古期堆積岩・古期火山岩類
古期堆積岩・火山岩類
変成岩類・深成岩類

丘陵丘陵
火山山麓地火山山麓地

火山性丘陵 火砕流堆積物①
火砕流堆積物②
岩石台地岩石台地
砂礫質台地砂礫質台地
火山灰台地火山灰台地
谷底低地谷底低地
扇状地扇状地
自然堤防自然堤防
後背湿地後背湿地

旧河道・旧池沼旧河道・旧池沼
三角州・海岸低地三角州・海岸低

地
砂州・砂礫州砂州・砂礫州

砂丘砂丘
砂丘・砂州間低地砂丘・砂州間低

地
干拓地干拓地
埋立地埋立地
礫・岩礁礫・岩礁
河原河原
河道河道
湖沼湖沼
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鹿児島市内の
浅部地盤モデル作成
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1.3 鹿児島市内の浅部地盤モデル作成
• 鹿児島市内では、鹿児島大学が豊富な土質断面図を公開

している。
• 鹿児島大学から提供いただいた、地質境界データおよび

ボーリングデータを用いて作成した地質境界面を基に、
地盤の水平方向の連続性を考慮した「地質層序モデル」
で作成。 K-DBSの断面位置

地質層序モデルの作成概要図

補間

ボーリング
データ

鹿児島大学提供
地質境界データ

地質境界面

N値・土質のモデル

空間補間

S波速度構造モデル
地質層序モデル

中央防災会議（2001）換算式

鹿児島市内の浅部地盤のモデル化方法
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1.3 地質境界面の作成
• 地質境界面の作成には、鹿児島大より提供いただいたデータに加えて、今回調査で

収集したボーリングデータより読み取った6層分の地質境界深度を補間し、地質境界
面を作成した。

地質層序作成範囲

地質層序作成範囲

鹿児島大学提供
地質境界面読取り
ボーリング

表土層

シラス

面補間

総番号地層名記号時代

①表土層b表土

完
新
世

第
四
紀

②甲突層上部Kt-U

沖積
層

③甲突層下部Kt-L

④荒田層Ar

⑤与次郎層Yj

更
新
世 ⑥

入戸火砕流堆積物Si

更新
統

郡元層Km

城山層Sh

吉野火砕流堆積物Wt

花倉層Kr

更新統
上面深度

表土層
上面深度

工学的基盤
深度
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1.3 作成した地盤モデルの断面図

今回調査断面

KBD断面

白︓工学的基盤面

シ
ラ
ス

岩盛
土礫粘

土砂N値

〜2

2〜5

5〜10

10〜25

25〜50

50〜

微地形区分の色

断面描画位置

• 作成した土質構造モデルは、既往断面と概ね対応。
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1.4 浅部地盤モデルの物性値の設定
収集したPS検層データを、「粘
土 」 「 砂 」 「 礫 」 「 シ ラ ス
（砂）」の4区分に整理し、中央
防災会議（2001）によるN値とS
は速度の関係式と比較した。なお、
各土質について沖積層と洪積層を
区別して比較した。

沖積層

洪積層

粘土 砂

礫 シラス(砂)

各土質について、概ねPS検層と
対応することから中央防災会議
（2001）を採用することとした。
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1.5 作成した地盤モデルのAVS30
• 今回調査で作成した地盤モデルのAVS30について、前回調査との比較を行った。
 主に山地部のAVSが高くなり、揺れにくくなった。

前回調査 AVS30 今回調査 AVS30
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1.6 PS検層との比較

①

① ②

③

②
③

 作成した浅部地盤モデルは、概ねPS
検層の工学的基盤相当の層と対応し
ている。

 表層の平均的なS波速度も概ね対応
している。

 ①︓山地部との境界部の地点におい
て、工学的基盤に違いが見られる。
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1.6 PS検層との比較

①

① ②

③

②

③

 作成した浅部地盤モデルは、概ねPS
検層の工学的基盤相当の層と対応し
ている。

 表層の平均的なS波速度も概ね対応
している。
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2. 深部地盤モデルの作成
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2. 深部地盤モデル作成フロー
後続波を使用

灰 ：地震記録のR/Vスペクトル
黒 ： R/Vスペクトルの平均値
緑 ：初期モデルの速度構造および理論

H/Vスペクトル
ピンク：インバージョン結果の速度構造

および理論H/Vスペクトル

強震観測地点の
速度構造

地震波形

R/Vスペクトル

理論H/Vスペクトル
がR/Vスペクトルに
整合するように地盤

モデルを修正

• R/Vスペクトル︓ラディアル（地震波の到来方
向）成分と上下動成分のスペクトル比を求める。⇒ 観測地点の地盤特性（特に卓越周期）を把握

できる。

今回作成した深部地盤構造モデル
速度層の上面深度を空間補間

観
測
点
ご
と
に
地
盤
モ
デ
ル
の
修
正

深部地盤モデル調整のフローチャート

R/Vスペクトルを用いた
深部地盤モデル調整の概要図
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2.1 深部地盤モデル作成に用いた地震記録
• 初期モデルには、内閣府2025(北緯30.1度以北)および前回調査モデル(北緯31度以南)を用いた。
• R/Vスペクトルを用いた深部地盤モデルの調整には、防災科研地震観測点（K-NET, KiK-net）

および気象庁観測点を用いた。今後、震度情報ネットワークの観測点を加える。
• 地震動記録は、安定したR/Vスペクトルが計算できるように以下の条件で整理を行った。
1. Mj5以上
2. 震源深さ30km以浅

Mj震源深さ
（km）

経度
（°）

緯度
（°）

地震発生時刻
（JST）番号

525131.83831.56412:20:532004/4/211
5.114.7129.18131.76714:28:432004/12/122
5.318.8129.1631.7572:27:022004/12/143
79.2130.17633.73910:53:402005/3/204
5.813.5130.28833.6786:11:272005/4/205
5.828.6131.54531.30611:04:152005/5/316
5.111.6129.8832.0830:11:562006/2/47
629.9130.15428.5173:03:122006/11/188
5.128.6131.9231.76410:44:292008/3/109
5.627.9131.89431.92918:36:262009/4/510
512.7128.56528.77121:35:452010/5/1611
5.217.4128.6528.820:44:532010/6/1312
5.127.4129.45829.08919:13:032011/3/713
5.114.9128.60728.76913:11:492013/1/514
6.314.8134.82934.4195:33:182013/4/1315
5.120.6129.6228.56222:28:462015/5/2216
7.117128.5930.9435:51:302015/11/1417
5.99.4128.71731.3314:20:182015/11/1518
5.18.9128.65331.2245:34:262015/11/1519
6.511.4130.80932.74221:26:342016/4/1420
5.88.3130.8532.77622:07:352016/4/1421
511.1130.73532.67722:38:432016/4/1422
5.114.2130.82732.76723:43:412016/4/1423
6.46.7130.77832.7010:03:462016/4/1524
7.312.4130.76332.7551:25:052016/4/1625
5.96.9131.08732.9643:03:112016/4/1626
5.415.9130.83532.8479:48:332016/4/1627
5.412.3130.7232.69916:02:012016/4/1628
5.88.6131.233.00220:41:582016/4/1829
5.510130.63532.53517:52:142016/4/1930
510.8130.65332.57220:47:032016/4/1931
510.6129.02931.09314:11:192016/5/632
5.56.5128.99331.09514:42:092016/5/733
5.19.6129.00231.0214:05:472016/5/1434
5.212.8130.61732.72219:46:032016/8/3135
6.610.6133.85635.3814:07:232016/10/2136

5.310.2130.6231.38411:56:352017/7/1137
526.5131.26129.9563:23:452017/8/1338
5.110.4130.55433.02718:10:282019/1/339
5.414.6132.15532.1539:11:232019/3/2740
5.420.6132.1532.16515:38:032019/3/2741
5.625.4131.99231.7867:43:212019/5/1042
6.325.5131.97531.8018:48:422019/5/1043
6.29.5128.71731.30420:54:212020/5/344
5.322129.42429.3167:07:302021/4/1045
5.121129.27429.3116:36:232021/4/1046
5.314.2129.34529.323:01:482021/4/1247
6.114129.45129.34311:05:082021/12/948
521.6131.81831.59216:08:142022/5/249
5.111.7130.01529.92816:10:282023/5/1350
5.119.5129.33929.3183:08:132023/9/951
5.317.5129.38929.3120:02:002023/9/1152
5.426.2131.64931.8134:23:362024/8/953
5.322.1131.85131.57323:13:482024/9/1654
5.429131.8531.7692:12:392025/1/1555
5.124.1129.28429.35517:15:032025/6/2256
520.6129.40129.32523:36:192025/6/2357
5.118129.37929.31416:04:142025/6/2458
5.419.7129.40329.33110:15:252025/6/2959
5.317.1129.47229.31916:11:582025/6/2960
5.321.7129.4429.32718:33:232025/6/3061
5.116.2129.48629.3364:32:082025/7/262
5.519.5129.52329.35816:13:012025/7/363
5.418.6129.47129.3356:29:402025/7/564
5.522.7129.51229.36514:07:042025/7/665
5.122.2129.47629.350:12:082025/7/766
510.8129.45929.27116:09:092025/7/1167
5.411.6129.48129.32213:20:012025/7/1568
5.729131.93532.0386:13:152025/8/1769
5.89.3131.10832.99818:01:172025/11/2570
6.410.2133.21335.31810:18:192026/1/671

観測点および震央位置分布

整理した地震の諸元（71地震）

K-net・KiK-net（51地点）
気象庁（31地点）
震央位置
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2.2 深部地盤モデル調整結果
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2.3 各層の上面深度比較

• 熊本県県境での変化
 今回調査で用いた内

閣府2025モデルが、
前回調査で用いた全
国1次地下構造モデル
より、JSHIS V4を用い
て修正されたことに
よる影響

前回調査
Vs700層上面深度(m)

今回調査
Vs700層上面深度(m)

前回調査
Vs3100層上面深度(m)

今回調査
V3100層上面深度(m)


